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夕張市 地域振興課 農林係長 武田 信仁

シラカバ１本からの小さな生業(ナリワイ)づくり
～夕張市森林活用型地域人材育成事業～

〇「縮小社会」真っ只中の夕張市において、縮小していないものとして挙げられるのが森林資源です。

しかし、現在、豊富にある森林資源を活用している主体は多くありません。

〇そこで、森林由来の自然素材を活用し、生きがいや収入など地域に住み続けることに繋がるナリワイ

（生業）の創出を目的として、令和３年度から森林活用型地域人材育成事業を実施しています。

〇多様な主体による新たな稼ぎ方の創出、活躍の場の創出を目指しており、主婦、高齢者やツクリテと

して副業活動を始めたい方等を主な対象者としています。

〇R５副業開始者 市民｜夕張メロン専用スプーン｜R5からゆうばり小学校と連携：小5社会

〇R５新規事業開始者

市内農業法人｜自らアロマオイル抽出し、アロマオイルを活用した商品を開発（試作済）

個人事業主｜上記法人からアロマオイルの提供を受け、商品を開発中｜R5ふるさと納税返礼品検討中

〇R５～６副業開始見込者 市民２名｜白樺樹皮細工のツクリテになることを希望

〇R４副業開始者 市外｜木彫り熊を制作し販売開始：売上約20万円｜R5からふるさと納税返礼品採用

〇R４大型木製遊具の試作を市内福祉事業所に依頼｜成果品は保育所に提供し、意見を頂きます（木育）

〇R４小型木製遊具の試作をワークショップ参加者に依頼｜１歳児健診時に幼児に提供します（木育）

〇ワークショップの開催｜白樺樹皮細工（かご、アクセサリー、ポシェット）、アロマオイルの抽出、

グリーンウッドワーク（スプーン・木べら・スツール・木彫り熊・豆皿制作）

→森林由来の素材を材料として、クラフト作品等を製作・販売できる人材（ツクリテ）を育成します。

〇OJT型商品開発

→ツクリテを目指す方に木工品の制作を依頼。製品を市民に頒布し、意見を貰い製品制作に反映します。

〇工具・道具等の貸出

→必要機材を見極めて、自前の道具を揃えるまでの間、道具を貸し出すことにより制作活動を支えます。

〇令和５年度から、ゆうばり小学校５年生の社会の授業において、ワークショップ参加者が制作する

スプーンが教材として採用されます。同じ授業のなかで本市の森林資源を活用するにはどうしたら

良いのか、また、森林環境譲与税の使途について児童に検討してもらいます。

〇令和５年度から、電動の木工旋盤のワークショップを開始します。参加者の中から、お皿の制作を

始める者が出てきた際には、小学校の給食のお皿の制作を依頼したいと考えています。

〇ツクリテだけではなく、白樺樹皮等の原材料を提供できる人材も育成したいと考えています。


